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ｳｴｯ! 勘弁して欲しいｼﾞｬｹｯﾄ､でも内容良しの盤
今月は"ｳｪｯ"の盤を厳選? してみました､音良し､内容良し､でなければお話になりませんから､結果､ｿｺｿｺの盤になりました｡
"ｳｪｯ"はあくまでｼﾞｬｹｯﾄ･ﾃﾞｻﾞｲﾝで内容ではありませんのでお間違え無き様､それと今回は如何に"ｳｪｯ"か語りたいばかりに､事実無根の
私的推論が多く､まあ､老人の戯言と楽しんで頂けたら､と思います｡ 一応ｲｲ加減な論は?印を付けるなどして､配慮したつもりですが?印が
多いﾅｱ｡ 何何じゃ～が頻発するﾚｰｳﾞｪﾙも失礼なので10枚ﾚｰｳﾞｪﾙを別けました､我ながら細やかな配慮と自画自賛｡
でも､こうやってｼﾞｬｹｯﾄを眺めつつ､聴いてると､そんなに"ｳｪｯ"でも無いかな､逆に愛おしく思ってしまいました｡ "ｳｪｯ"も人それぞれ､
その方のｲﾒｰｼﾞや思い入れで違うかなあ､でも万人共通の"ｳｪｯ"もあるかなあ｡ 廻りの皆さんに"ｳｪｯ"って盤を聞いてみたくなりました｡

１、ＥＶＥＲＹＢＯＤＹ　ＬＩＫＥＳ　ＨＡＭＰＴＯＮ　ＨＡＷＥＳ　ＶＯＬ．３：　ＴＨＥ　ＴＲＩＯ　＜Ａ＞ 21.6
15.4

CONTEMPORARY C3523 HAMPTON HAWES(p) RED MICHELL(b) CHUCK THOMPSON(ds) 19.5
1956 18.3
ﾊﾝﾌﾟﾄﾝ･ﾎｰｽﾞの3部作のVOL.3です､1,2と来てこのVOL.3のｷﾞｬｯﾌﾟが凄い､日本なら3枚のﾃﾞｻﾞｲﾝを 17.5
統一する処､ﾅｲﾄ･ｾｯｼｮﾝの3枚の様に､ｳ～ﾝ､こいつは最初からｼﾘｰｽﾞとして意図されたﾓﾉではなく 17
成り行きで､好評で､の3枚なんだ､と推理出来る｡ 17.4
右掲の様にVOL.1,2と来て､ﾃﾞｻﾞｲﾝ･ﾃｲｽﾄが全部異なる､過去は過去って感覚ですﾈ｡ 如何にもｳｪｽﾄ 19.5
ｺｰｽﾄっぽいﾃﾞｻﾞｲﾝ､N.Y.ではまずない､何でﾜﾆなんですかねえ? 米国では馬さんじゃなかった様で｡ 19.5
ﾃﾞｻﾞｲﾝの元凶はｲﾗｽﾄ含めﾛｰﾊﾞｰﾄ･ｶﾞｲﾃﾞｨさん､この方ｺﾝﾃﾝﾎﾟﾗﾘｰでは常連､ふと想いたって他の 25.6
2枚を確認､1枚目はﾃﾞｻﾞｲﾝはﾊﾟｰﾗｲﾝ･ｱﾉﾝ､ﾌｫﾄはｱﾚｯｸｽ･ﾃﾞ･ﾊﾟｵﾗとある､2枚目はｳｨﾘｱﾑ･ｸﾗｸｽﾄﾝ 194
なんですねえ､それで3枚のﾃﾞｻﾞｲﾝ･ﾃｲｽﾄがこうも違うって事か｡
ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰはｺﾝﾃﾝﾎﾟﾗﾘｰですから､ﾚｽﾀｰ･ｹﾆｯﾋ､ｴﾝｼﾞﾆｱは1枚目はｼﾞｮﾝ･ﾊﾟﾗﾃﾞｨｰﾉ､1955年12月､
2枚目の1曲だけ1枚目の録音でﾊﾟﾗﾃﾞｨｰﾉで他はﾛｲ･ﾃﾞｭﾅﾝ､56年1月､3枚目はﾛｲ･ﾃﾞｭﾅﾝ､2枚目と
同じｾｯｼｮﾝです｡ こうして見ると録音は2ヵ月で3枚分を録ってます｡
一般的にはVOL.1が名盤､通の間ではVOL.2､値も1番高い､今回
3枚を通して聴いてみましたが､私の耳ではどれも遜色なかった､です｡
因みにﾜﾆのﾊﾞｯｸが青いｼﾞｬｹｯﾄは2nd.ﾃﾞｻﾞｲﾝです｡

２、”ＦＡＴ　ＪＡＺＺ”　／　ＪＡＣＫＩＥ　ＭｃＬＥＡＮ　ＳＥＸＴＥＴ　＜Ａ＞

JUBILEE JLP 1093 JACKIE McLEAN(as) RAY DRAPER(tuba) WEBSTER YOUNG(cor)
LARRY RICHIE(ds) GIL COGGINS(p) GEORGE TUCKER(b)
1957
何なんじゃ～､この写真､ﾏｸﾘｰﾝですぞ､ｹﾞﾝﾅﾘ･ｼﾞｬｹｯﾄだよなあ､全くｼﾞｬｽﾞ感なし､ﾃﾞｻﾞｲﾝは
ｻｲ･ﾚｲﾁﾏﾝって方､全～然､知らぬえ､ﾌｫﾄはﾁｬｰﾙｽ･ﾊﾞﾛﾝってｸﾚｼﾞｯﾄ､当の本人達は至って真面目
にやっとるみたい､大体ﾀｲﾄﾙの"FAT JAZZ"とは何じゃい､"FAT"の意味は､太った､ﾃﾞﾌﾞ､脂肪ってな
あまり良い名詞､形容詞ではない､それでｺｺに登場するﾃﾞｻﾞｰﾄ類って事なんだろうが｡
この頃のﾏｸﾘｰﾝはまだまだ全然太ってないし､ｱﾙﾄも太ってない､ﾚｲ･ﾄﾞﾚｯﾊﾟｰのﾁｭｰﾊﾞを想って､
ﾀｲﾄﾙにｱｸﾞﾘｰしたのか? 呼んだ以上ｿﾛもとらせんと､と思い諮ったけど･･･って感じでしょうか?
ﾚｲ･ﾄﾞﾚｯﾊﾟｰさん1940年N.Y.生まれ､何とこの時17歳! 1982年42歳で若死､何故かこの57､8年に
ﾌﾟﾚｽﾃｰｼﾞ系での2枚のﾘｰﾀﾞｰ､ﾏｸﾘｰﾝとの3枚､ﾌﾟﾚｽﾃｰｼﾞ2枚とこのｼﾞｭﾋﾞﾘｰ､58年のﾏｯｸｽ･ﾛｰﾁでの
3枚､殆どこの時期の録音､ﾁｭｰﾊﾞなんだからﾋﾞｯｸﾞﾊﾞﾝﾄﾞで起用されてるだろう､と思いきや､全然ない｡
ってな方なので､ﾏｸﾘｰﾝも十分承知の上の起用なのですが､私はやっぱり､ｿﾛは難しいﾅ､と思いました｡
多分､この後ﾚｲ･ﾄﾞﾚｯﾊﾟｰは主にｸﾗｼｯｸの方に戻ったんかしら?
ﾏﾝﾊｯﾀﾝ･ｽｸｰﾙ･ｵﾌﾞ･ﾐｭｰｼﾞｯｸ出身､この手の楽器は皆さんｺｺかｼﾞｭﾘｰｱｰﾄﾞ､ｼﾞｬｽﾞのﾊﾞｰｸﾘｰには
先生いないみたい､です､やはり基本ｸﾗｼｯｸの楽器ですﾈ｡

３、ＦＲＥＥ　／　ＢＥＮＮＹ　ＧＯＬＳＯＮ　＜Ａ＞

ARGO LP^716 BENNY GOLSON(ts) TOMMY FLANAGAN(p) RON CARTER(b) ARTHUR TAYLOR(ds)
1962
これまた､ｳｪｯですよねえ､ﾍﾞﾆｰ･ｺﾞﾙｿﾝじゃなくて､もう少しﾈｰﾑﾊﾞﾘｭｰが低いｼｶｺﾞの人の盤だったら
まず手が出ない｡ ﾃﾞｻﾞｲﾅｰはﾄﾞﾝ･ﾌﾞﾛﾝｽﾃｨﾝさん､この方､ｱｰｺﾞのｼﾞｬｹｯﾄのかなりを手掛けてる方､
このﾍﾟｲﾝﾃｨﾝｸﾞは何なんじゃ～､ですが絵はｱﾗﾝ･ﾎﾞｼﾞｺｳﾞｨｯｸとｸﾚｼﾞｯﾄされてるんだけど､ｼﾞｬｹｯﾄには
ﾄﾞﾝ･ﾌﾞﾛﾝｽﾃｨﾝさんのｻｲﾝ､ｱｰｺﾞの中でも異色のｼﾞｬｹｯﾄです｡
何故､この絵なのか? 思索するも推論さえ出てこず､ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰのｴｽﾞﾓﾝﾄﾞ･ｴﾄﾞﾜｰｽがﾆｭｰｼﾞｬｰｼﾞｰから
ｼｶｺﾞに赴任して来て､たまたま知り合っただけ? ﾄﾞﾝ･ﾌﾞﾛﾝｽﾃｨﾝの知り合いだったのか?
当時も多分､不評で? 以降はこの方の絵は登場せず｡
ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽは62年ﾌﾟﾚｽﾃｰｼﾞから転職したばかりのｴﾄﾞﾓﾝｽﾞ･ｴﾄﾞﾜｰｽ､ｴﾝｼﾞﾆｱはｳﾞｧﾝ･ｹﾞﾙﾀﾞｰです｡
ﾍﾞﾆｰ･ｺﾞﾙｿﾝはもしかして､ｴｽﾞﾓﾝﾄﾞにﾌﾟﾚｽﾃｰｼﾞから引き抜かれてｱｰｺﾞに移ったのでしょうか?
待てよ､ｺﾞﾙｿﾝは61年には既にｱｰｺﾞに数枚あるな､ｼﾞｬｽﾞﾃｯﾄの諸作も61､62年､ｴｽﾞﾓﾝﾄﾞのｱｰｺﾞ移籍
は62年だし､ｺﾞﾙｿﾝは62､3年にはｼﾞｬｽﾞﾗﾝﾄﾞやｵｰﾃﾞｨｵ･ﾌｪﾃﾞﾘﾃｨやﾏｰｷｭﾘｰに移ってるので違うﾅ｡
逆かあ､ｴｽﾞﾓﾝﾄﾞがまた来ちゃったんで逃げ出した?? せっかくｼﾞｬｽﾞﾃｯﾄを立ち上げたのにｿｳﾙ路線は
ﾁｮｯﾄ～??? って事ですかﾈ｡ ｺﾞﾙｿﾝさん1929年ﾌｨﾗﾃﾞﾙﾌｨｱ出身､90歳､もう残り少ないｼﾞｬｽﾞ界の
ﾚｼﾞｪﾝﾄの一人ですが､数年前来日しましたがもうﾖﾚﾖﾚで演奏はﾁｮｯﾄ｡



４、ＪＡＺＺ　ＥＹＥＳ　＜Ａ＞

REGENT MG 6056 JOHN JENKINS(as) DONALD BYRD(tp) CURTIS FULLER(tb)
TOMMY FLANAGAN(p) DOUG WATKINS(b) ARTHUR TAYLOR(ds)
1957
ｳ～ﾝ､顔だけﾄﾘﾐﾝｸﾞしちゃったｼﾞｬｹｯﾄ､首切りﾃﾞｻﾞｲﾝ! 違和感ﾌﾟﾝﾌﾟﾝです｡
ﾃﾞｻﾞｲﾝは個人名のｸﾚｼﾞｯﾄではなく､ﾎﾟｰﾄﾚｰﾄ･ﾌﾟﾛﾀﾞｸｼｮﾝとある､お主!､逃げたな｡
ｻｳﾞｫｲのｼﾞｬｹｯﾄのﾃﾞｻﾞｲﾝは異色､それはｵｰﾅｰのﾊｰﾏﾝ･ﾙｳﾞｨﾝｽｷｰさんにあり､と観た｡
名の通り東欧からの移民の方､と推察しますが､将に当時のその感覚ではないでしょうか?
東欧のﾚｰｳﾞｪﾙならって感じ､ﾓﾃﾞﾙさんを使ったｼﾞｬｹｯﾄも散見されるが東欧系の人ばかりですもの｡
ｻｳﾞｫｲはﾆｭｰ･ｼﾞｬｰｼﾞｰのﾆｭｰｱｰｸに構え､N.Y.には進出せず､ﾆｭｰ･ｱｰｸはほんの10数年前までは
N.Y.への便が多かった空港のある処､現在はご存知ﾌﾞﾙｯｸﾘﾝのJFK､30年以上前はﾗｶﾞｰﾃﾞｨｱだった｡
ﾆｭｰｱｰｸの付近には東欧移民のｺﾐｭﾆﾃｨがあったのか? でも元々が軍用空港だし､それは無かろう｡
ﾘｰｼﾞｪﾝﾄはｻｳﾞｫｲの傍系､分けた理由はﾊﾃ､判らん､1st.は緑のﾐｿﾞ有､2nd.は赤のﾐｿﾞ無しです｡
ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽはｵｼﾞｰ･ｶﾃﾞﾅ､ｴﾝｼﾞﾆｱはｳﾞｧﾝ･ｹﾞﾙﾀﾞｰです､内容はｼﾞｬｹｯﾄ関係なく良い､名盤です｡

５、”ＧＥＴ　ＴＨＯＳＥ　ＥＬＥＰＨＮＴＳ　ＯＵＴ’Ａ　ＨＥＲＥ”　／　ＴＨＥ　ＭＩＴＣＨＥＬＬＳ　ＷＩＴＨ　ＡＮＤＲＥ　ＰＲＥＶＩＮ　＜Ｂ＞

METROJAZZ E1012 BLUE MITCHELL(tp) FRANK REHAK(tb) PEPPER ADAMS(brs)
ANDRE PREVIN(p) RED MITCHELL(p,b) WHITEY MICHELL(b) FRANK CAPP(ds)
1958
何で色付き象のお尻なんですかねえ､判らんなあ｡
色付きはﾌﾞﾙｰ･ﾐｯﾁｪﾙ､ﾚｯﾄﾞ･ﾐｯﾁｪﾙ､ﾎﾜｲﾃｨ･ﾐｯﾁｪﾙと言う訳でしょうが､その割に赤と白が居ないです｡
多分､一度はやって見ただろう､でも流石にﾃﾞｻﾞｲﾝ上､色を少々抑え､小さく隠した?
この時代のﾌﾞﾙｰ･ﾐｯﾁｪﾙのﾘｳﾞｧｰｻｲﾄﾞ､ﾌﾞﾙｰﾉｰﾄ以外の録音は珍しい､ﾘｳﾞｧｰｻｲﾄﾞに録音を開始する
のが58年6月､ﾋﾞｯｸ6から､ﾌﾞﾙｰﾉｰﾄのﾎﾚｽ･ｼﾙﾊﾞｰへの参加は59年2月､ﾌｨﾝｶﾞｰ･ﾎﾟｯﾋﾟﾝから､将に
これから羽ばたこうとするﾌﾞﾙｰ･ﾐｯﾁｪﾙの58年10月の録音です｡
ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽはﾚﾅｰﾄﾞ･ﾌｪｻﾞｰ､ﾌﾞﾙｰ･ﾐｯﾁｪﾙの起用は明らかに彼が"ﾐｯﾁｪﾙ"だったから､どうせなら
ﾋﾞﾘｰ･ﾐｯﾁｪﾙ(ts)も入れてくれ～､彼はまだﾃﾞﾄﾛｲﾄかｼｶｺﾞでN.Y.には居なかったのか?
ﾃﾞﾄﾛｲﾄ出身のﾍﾟｯﾊﾟｰ･ｱﾀﾞﾑｽ辺りは進言した､と思うがなあ? まあ彼もｻｲﾄﾞﾏﾝなんで､録音当日まで
そう言う事になってる事すら教えて貰って無い可能性が高い｡ ﾎﾜｲﾃｨ･ﾐｯﾁｪﾙはﾚｯﾄﾞの弟さんで
ﾄﾗｯﾄﾞ系のﾍﾞｰｽでﾊｰﾄﾞﾊﾞｯﾌﾟには起用されない､ﾚｯﾄﾞとの共演だってｺｺ位か? となると彼もまた"ﾐｯﾁｪﾙ"
だったから? となるとﾚﾅｰﾄﾞ･ﾌｪｻﾞｰはﾚｯﾄﾞ･ﾐｯﾁｪﾙを録りたかったのか? 聴く限りﾌﾞﾙｰ･ﾐｯﾁｪﾙも
ﾍﾟｯﾊﾟｰ･ｱﾀﾞﾑｽもﾊﾞﾘﾊﾞﾘだし､ﾚｯﾄﾞにｽﾎﾟｯﾄが当ってる訳でもない､録音してからのﾀｲﾄﾙですかねえ?
明らかなのは､ﾃﾞｻﾞｲﾝは録音が終わってから?

６、ＳＯＣＫ！　／　ＧＥＮＥ　ＡＭＭＯＮＳ　＜Ａ＞

PRESTIGE 7400 A)1,2,3 GENE AMMONS(ts) MAL WALDRON(p) WENDELL MARSHALL(b)
             ED THIGPEN(ds) 1962
A)4 GENE AMMONS(ts) PATTI BOWN(p) GEORGE DUVIVIER(b)
       WALTER PERKINS(ds) 1962
こう聴き連ねて来ると､どう見ても､ｼﾞｬｹｯﾄ･ﾃﾞｻﾞｲﾝは録音の後だよなあ? でもこの辺りのﾌﾟﾚｽﾃｰｼﾞだけ
は､ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰのｴｽﾞﾓﾝﾄﾞ･ｴﾄﾞﾜｰｽやﾄﾞﾝ･ｼｭﾘｯﾃﾝがﾃﾞｻﾞｲﾝしてるので､同時併行もあるかも?
まさか､ｼﾞｬｹｯﾄこれだからｺﾚにあった演奏をせい! ってな事は断じて無いと思います｡
普通は､ﾃﾞｻﾞｲﾅｰさん録音された音源を聴いてﾃﾞｻﾞｲﾝしたかも怪しい､話だけって感じもあるかも?
この盤はB面はﾎﾞﾌﾞ･ﾜｲﾝｽﾄｯｸがｽｰﾊﾟｰｳﾞｨｼﾞｮﾝの1954､5年の録音､A面はｴｽﾞﾓﾝﾄﾞ･ｴﾄﾞﾜｰｽで62年､
発売は65年なのでﾃﾞｻﾞｲﾝが先!の心配?はありません｡
それにしてもこのﾃﾞｻﾞｲﾝこそｼｮｯｸ､普通の方はまず手が出ない､ｼﾞｰﾝ･ｱﾓﾝｽﾞ好きの私も恐る恐る
購入､内容はお聴きの通り普段のｼﾞｰﾝ･ｱﾓﾝｽﾞで良かったです｡ SOCKの意味は投げる､殴る｡

７、ＥＸＰＬＯＲＩＮＧ　ＴＨＥ　ＦＵＴＵＲＥ　／　ＴＥＥ　ＣＵＲＴＩＳ　ＣＯＵＮＣＥ　ＱＵＩＮＴＥＴ　＜Ａ＞

DOOTO DTL 247 CURTIS COUNCE(b) HAROLD LAND(ts) FRANK BUTLER(ds)
ELMO HOPE(p) ROLF ERICSON(tp)
1958
ｺﾚは一体どうしちゃったんだろう､まるで80年代のｿｳﾙのﾌﾞｰﾂｨ･ｺﾘﾝｽﾞかﾌｧﾝｶﾃﾞﾘｯｸかを想い起こされる
ｼﾞｬｹｯﾄ､しかも写真を良く観ると､ﾍﾞﾙﾄのﾊﾞｯｸﾙなんか用意周到に造ってる､ｽﾀｯﾌは大真面目｡
写真では笑ってるけど宇宙服を着せられてﾎﾟｰｽﾞをとってるｶｰﾃｨｽ･ｶｳﾝｽさんの心の内は､如何ばかり
だったのでしょうか? 意外にあっけらかんとしていたのかも知れませんが??
ﾄﾞｰﾄｰﾝ､ﾄﾞｰﾄはｼﾞｬｽﾞは4枚だけ､ﾃﾞｸｽﾀｰ･ｺﾞｰﾄﾞﾝとｶｰﾙ･ﾊﾟｰｷﾝｽ､この2枚は高価､それとﾊﾞﾃﾞｨ･ｺﾚｯﾄ
とｺﾉ盤､ﾚｰｳﾞｪﾙはﾏﾙｰﾝではなく､黄色です､但し2nd.溝無しもあるのでご注意の程｡
ﾃﾞｯｸｽとﾊﾟｰｷﾝｽの盤と比べて悲しい程､ｼﾞｬｽﾞと遠いﾃﾞｻﾞｲﾝ､それ故か､ｸﾚｼﾞｯﾄ無し､なにﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽも
ｴﾝｼﾞﾆｱもありませんから｡ 内容はお聴きの通り､ｶｰﾃｨｽ･ｶｳﾝｽ･ｸﾞﾙｰﾌﾟのご機嫌の内容です､
残念なのは､ｵﾘｼﾞﾅﾙﾒﾝﾊﾞｰのｶｰﾙ･ﾊﾟｰｷﾝｽが死去､ｼﾞｬｯｸ･ｼｪﾙﾄﾞﾝに替りﾛﾙﾌ･ｴﾘｸｿﾝ､私は､録音の
せいもあるが､ｴﾘｸｿﾝの方が良いと思う､この後このｸﾞﾙｰﾌﾟは消滅｡



８、ＲＯＬＦ　ＥＲＩＣＳＯＮ　ＡＮＤ　ＨＩＳ　ＡＭＥＲＩＣＡＮ　ＡＬＬ－ＳＴＡＲＳ　＜Ａ＞
EMARCY MG 36106 ROLF ERICSON(tp) CECIL PAYNE(brs) DUKE JORDAN(p) ART TAYLOR(ds)

JOHN SIMMONS(b) 
1956
もう少し何とかしてあげたい､このﾃﾞｻﾞｲﾝでﾛﾙﾌ･ｴﾘｸｿﾝの人生を決めちゃったのではなかろうか?
ｼﾞｬｹｯﾄにはﾌｫﾄ ﾊﾞｲ ｷﾞｬﾚｯﾄ&ﾊﾜｰﾄﾞとある､表と裏と言う事か? 合成の2ｶｯﾄなのか? は判りませんが
この2人のｶﾒﾗﾏﾝのせいではなく､ﾃﾞｻﾞｲﾝ､ｸﾚｼﾞｯﾄないが多分､ｱｰｻｰ･ﾀﾙﾒｰｼﾞが主犯でしょう｡
ｱｰｻｰ･ﾀﾙﾒｰｼﾞはﾏｰｷｭﾘｰの創始者4人の1人で､ｴﾏｰｼｰのﾄﾞﾗﾏｰﾛｺﾞはこの方の作品､それと
これまたｸﾚｼﾞｯﾄないが多分ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰのﾎﾞﾌﾞ･ｼｬｯﾄが共犯って処か?
この面子ですから内容は悪かろう筈はなく､ｱｰﾈｽﾄ･ｱﾝﾀﾞｰｿﾝの様に､3枚の7ｲﾝﾁ､ﾒﾄﾛﾉｰﾑ原盤の
どれかのｼﾞｬｹｯﾄと同じにしときゃ良かったのに､と心底思う｡
因みにﾒﾄﾛﾉｰﾑ､7ｲﾝﾁのﾌｫﾄｸﾞﾗﾌｧｰはﾍﾞﾝﾄ･ﾏﾙﾝｳﾞｨｽﾄ､読み方判らんですが? とあります｡
私は見た事無いのですが､まさかｽｳｪｰﾃﾞﾝ､ﾒﾄﾛﾉｰﾑ12ｲﾝﾁで､ｱｰﾈｽﾄ･ｱﾝﾀﾞｰｿﾝの様にこのﾃﾞｻﾞｲﾝ
があるのでしょうか?? 存在すると主犯､共犯説が崩れ去ります｡ ﾛﾙﾌ･ｴﾘｸｿﾝはｺﾉ盤までのｼﾞｬｹ裏の
ﾉｰﾄでは47年西海岸に､ﾍﾞﾆｰ･ｶｰﾀｰ､ﾁｬｰﾘｰ･ﾊﾞﾈｯﾄ､ｴﾘｵｯﾄ･ﾛｰﾚﾝｽ､ｳｯﾃﾞｨ･ﾊｰﾏﾝ､ﾊﾘｰ･ｼﾞｪｰﾑｽ､
ﾚｽ･ﾌﾞﾗｳﾝとﾋﾞｯｸﾞ･ﾊﾞﾝﾄﾞ要員､その後､ｽﾀﾝ･ｹﾝﾄﾝ､ﾒｰﾅｰﾄﾞ･ﾌｧｰｶﾞｿﾝ､ﾐﾝｶﾞｽ､ﾛｯﾄﾞ･ﾚｳﾞｨｯﾄと渡り歩いた
が日の当たる場所には出れず｡ ｽﾓｰﾙのｻｲﾄﾞではﾊﾛﾙﾄﾞ･ﾗﾝﾄﾞ､70年代以降ﾖｰﾛｯﾊﾟで2､3枚のﾘｰﾀﾞｰ｡

９、ｊＡＺＺ　ＥＲＯＴＩＣＡ　／　ＲＩＣＨＩＥ　ＫＡＭＵＣＡ　ＯＣＴＥＴ　＜Ａ＞

HIFI-RECORD R-604 RICHIE KAMUCA(ts) CONTE CANDOLI(tp) FRANK ROSOLINO(tb)
ED LEDDY(tp) BILL HOLMAN(brs) VINCE GUARALDI(p)
MONTE BUDWIG(b) STAN LEVEY(ds)
1958
ﾀｲﾄﾙからしてｼﾞｬｽﾞ･ｴﾛﾁｶとはお主!何だと心得る､ｼﾞｬｹｯﾄもﾀｲﾄﾙに引きずられたか､先にﾃﾞｻﾞｲﾝを
決めていたか､判らぬが何と言う事をしてくれたﾓﾉか｡
制作陣も少しそれを感じてか､ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽ､ｴﾝｼﾞﾆｱ､ﾃﾞｻﾞｲﾅｰ､ﾍﾟｲﾝﾃｨﾝｸﾞのｸﾚｼﾞｯﾄは全く無し､
お主ら～逃げおるか～｡ それが証拠に2nd.ｼﾞｬｹｯﾄは海岸に楽器の刺さったﾔﾂに､ﾀｲﾄﾙも変えてる｡
内容はお聴きの通り､ご機嫌のｳｪｽﾄ･ｼﾞｬｽﾞ､ﾒﾝﾊﾞｰも名うてのﾐｭｰｼﾞｯｼｬﾝ達､まあ､ｺｲﾂを試聴して
"ｴﾛﾁｶ"と題した方の気持も全く判らぬでもない､やはりｼﾞｬｹｯﾄ･ﾃﾞｻﾞｲﾝが拙かった､多分聴かねえで
ﾀｲﾄﾙだけでﾃﾞｻﾞｲﾝ､ﾍﾟｲﾝﾃｨﾝｸﾞしたんだろう? 証拠にﾛｿﾘｰﾉとｴﾄﾞ･ﾚﾃﾞｨの楽器､間違っとる｡
ﾘｯﾁｰ･ｶﾐｭｰｶはｳｪｽﾄで結構ｱﾁｺﾁに参加してる印象だが､ﾘｰﾀﾞｰ･ｱﾙﾊﾞﾑは驚く程少なく､50年代は
ﾓｰﾄﾞとｺﾉ盤のみ､後は70年代のｺﾝｺｰﾄﾞに3枚のみ､1930年ﾍﾟﾝｼﾙﾍﾞﾆｱ､ﾌｨﾗﾃﾞﾙﾌｨｱ生まれ､1977年
ﾛｽで46歳で亡くなってる､もしもっと長生きしてたら､枯れたｶﾐｭｰｶも聴いてみたかったですが､ﾄﾞﾂﾎﾞの
ｳｪｽﾄでもなく､かと言ってN.Y.でもない彼の個性は現在に通じるﾓﾉがある､やっぱｽﾏｰﾄ･ﾚｽﾀｰかな｡

１０､ＳＴＡＮＤＩＮＧ　ＯＶＡＴＩＯＮ　／　ＣＯＵＮＴ　ＢＡＳＩＥ　＜Ａ＞

DOT DLP 25938 COUNT BASIE(p) MARSHAL ROYAL(as) BOBBY PLATER(as) 
EDDIE "LOCKJAW" DAVIS(ts) ERIC DIXON(ts,fl) CHARLIE FOWLKES(brs)
HARRY "SWEETS" EDISON(tp) GENE GOE(tp) SONNY COHN(tp) AL AARONS(tp)
OSCAR BRASHEAR(tp) GROVER MITCHELL(tb) RICHARD BOONE(tb)
BILL HUGHES(tb) FRANK HOOKS(tb) FREDDIE GREEN(g)
NORMAN KEENAN(b) HAROLD JONES(ds)
1968?or69?
これまた酷いｼﾞｬｹｯﾄ､ｳｪｯと思う間もなくｽﾙｰしてしまいます｡ ﾗｽｳﾞｪｶﾞｽのﾄﾛﾋﾟｶｰﾅ･ﾎﾃﾙでのﾗｲｳﾞ盤｡ 
ﾍﾞｲｼｰ牧師が教会で説教垂れてる様なｲﾗｽﾄ､こちらはｲﾗｽﾄ､ﾃﾞｲﾌﾞ･ｳｨﾘｱﾑｽ､ﾃﾞｻﾞｲﾝ､ｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ｳｫﾙﾌ､
ｱｰﾄ･ﾃﾞｨﾚｸｼｮﾝ､ﾋﾞﾊﾞﾘｰ･ﾊﾟｰｶｰと億面なく名を晒してる､自覚なし､それにｱｰﾄ･ﾃﾞｨﾚｸｼｮﾝって何したって
言うんじゃー｡ もう1枚のDOT盤､ｽﾄﾚｰﾄ･ｱﾍｯﾄﾞはｱﾏﾁｭｱ･ﾋﾞｯｸﾞﾊﾞﾝﾄﾞのﾊﾞｲﾌﾞﾙになってるけど､こちらは
名も挙がらない｡ そうかﾍﾞｲｼｰ教祖様がﾊﾞｲﾌﾞﾙを説教垂れてるのか?
ｽﾄﾚｰﾄ･ｱﾍｯﾄﾞのｼﾞｬｹｯﾄも確認､ﾃﾞｻﾞｲﾅｰとｱｰﾄ･ﾃﾞｨﾚｸｼｮﾝのお二方､一緒でした｡
2枚共､ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽ､ﾄﾑ･ﾏｯｸとﾃﾃﾞｨ･ﾚｸﾞ､ｴﾝｼﾞﾆｱは異なる人､ｱﾚﾝｼﾞは引き続きの
ｻﾐｰ･ﾈｽﾃｨｺとﾁｺ･ｵﾌｧﾘﾙが分けあってる｡ ｼﾞｬｹｯﾄ眺めてたら､気付いた､
DOTはこの時期､ﾊﾟﾗﾏｳﾝﾄ･ﾋﾟｸﾁｬｰの傘下になっちゃってますねえ｡ 
さて､来年1月25日(土)は､正統な?ﾃｰﾏで"ﾍﾞﾝ･ｳｪﾌﾞｽﾀｰの系譜"です｡

 *このﾚｼﾞｭﾒはご自由にお持ち帰りください､持って帰ってｲｲのかな､と感じてる方へ｡ ﾍｯいらねえよの方は置いていって構いません｡
**この会のみ1ｵｰﾀﾞｰでもOKの了解をﾏｽﾀｰから貰いました､でも出来れば2ｵｰﾀﾞｰを!
***ついでに2020年"N.Y.ﾗｲｳﾞ三昧ﾂｱｰ"の告知､2020年6月末､1週間､申し込み締切は2月末です｡ 来年は東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸなので帰りの
     便が来日客に重ならぬ様1週間早目か｡ ﾂｱｰと言ってもこっちとらﾋﾞｼﾞﾈｽでやっとる訳では無いので､一緒に行きましょうって会です｡
****<A>はA面､<B>はB面｡ TEXT&PHOTO/小倉正人


